(注)　本書面は基本的な例です。趣旨はかわりませんが、各機関の様々な環境に合わせて覚書の
詳細は改変されます。
使用許諾に関する覚書
ライセンシー：プログラム開発会社（以下「甲」という。）と、国立大学法人▲▲▲▲大学（以下、「乙」という。）とは、以下のとおり合意する。
第１条甲は、乙に対して、第２条及び第３条を遵守することを条件として、甲から乙へと配付する『大学連携研究設備ネットワーク（以下「ＥＱＮＥＴ」という。）及び付随するドキュメント各種』（以下、「本件ソフトウェア」という。）を非独占的に使用することを許諾する。乙は、本条に基づく使用権を第三者に譲渡することはできない。
第２条乙は、改変（カスタマイズ）後の本件ソフトウェアを乙が自ら使用する場合を除き、本件ソフトウェアの改変を行わない。
第３条乙は、本件ソフトウェア（本件ソフトウェアを乙が改変したものを含む。以下本条において同じ。）を第三者に配付せず、また、本件ソフトウェアのソースコードを第三者に開示しない。
第４条甲乙は、本件ソフトウェアは、大学連携研究設備ネットワークのソフトウェアＥＱＮＥＴ(最新版)そのものまたは当該ソフトウェアをカスタマイズしたソフトウェアであることを確認した。
本合意の証として、本覚書の原本２通を作成し、甲及び乙双方が署名（記名）・押印し、各自１通ずつ保有するものとする。
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